


いわて女性の活躍促進連携会議における令和６年度事業について 

１ 令和６年度取組方針 

人口減少対策を最優先に掲げ、若者や女性に魅力ある職場環境づくりや、女性の所得向上に
つながる支援等を一層強化していくとともに、女性活躍促進の裏打ちとして、家事・育児等の

家庭内無償労働の負担軽減や偏在是正に向けた取組を推進する。 

２  女性活躍支援の強化 

(１) 若者や女性が活躍できる職場環境づくり

ア 経営者層への働きかけ強化

県内経済団体のセミナー等に「いわて女性活躍エグゼクティブアドバイザー」を派遣し、経営者層を対象

とした講演を通じて、女性活躍推進に取り組まないことが経営リスクになることを県内企業に広く認知し

てもらう。  

イ 女性活躍企業認定のメリットの拡充

「中小企業者等賃上げ環境整備支援事業費補助金（経営支援課）」の審査加点要件の追加 など

ウ 若者女性に選ばれるモデル企業の創出と発信

社会保険労務士をモデル企業に派遣し、国のえるぼし認定取得等を支援するとともに、県ＨＰや報道等

を活用したオープンプロセスの手法により県内他企業へ横展開を図る。
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(２) 女性の所得向上

ア 女性のデジタル分野での活躍促進【一部新規】

女性の所得向上等を図るため、今後ますます人材需要が見込まれるデジタル分野で即戦力として活躍で

きるよう、デジタルスキル習得やデジタル分野での就業・起業に結びつける事業を展開する。 

イ 女性社員のキャリア形成支援セミナーや就労支援セミナー
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３  家事・育児等の家庭内無償労働の負担軽減と偏在是正 

(１) 家事・育児シェアの普及推進

男女が協力して家事・育児を行う意識醸成を図るため、公民連携による啓発キャンペーンを展開 

ア 「家事・育児シェアシート」の制作

共同生活を送る家族に、現在の家事・育児の分担状況を把握してもらい、家事シェアについて考えるき

っかけとしてもらうツールを制作。 

イ 公民連携による「家事・育児シェアシート」の普及

時短家電や時短商品等の業界団体との連携・協力により、効果的なキャンペーンを展開する。

現状 目標 
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